
食物繊維の大腸発酵を介した生体機能調節

– 水素分子とGLP-2の研究から見えてきたこと –

静岡大学農学部 教授 西村 直道 先生

消化管上皮には約 15 種類の内分泌細胞が存在し、主として栄養素刺激に応
答して多様な消化管ホルモンを分泌する。L 細胞からは、グルカゴン様ペプ
チド（GLP）-1、GLP-2、ペプチド YY、オキシントモジュリンなどが分泌さ
れ、生体の代謝調節や消化管機能制御に重要な役割を果たしている。なかで
も GLP-1 は、基礎研究から臨床研究まで幅広く研究が進展し、近年では
GLP-1 受容体作動薬が糖尿病治療薬および摂食抑制薬として臨床応用されて
いる。一方、消化管上皮幹細胞の増殖促進やバリア機能の維持・強化に関与
する GLP-2 については、GLP-1 と比較して研究例は限られており、臨床的
利用も限定的である。L 細胞は小腸から大腸にかけて広く分布するが、特に
小腸下部から結腸にかけて比較的高密度に存在することが報告されている。
したがって、これらの領域に適切に栄養素を送達できれば、L 細胞由来のホ
ルモン分泌誘導が可能であると考えられる。演者らはこれまでに、消化性
や消化速度の異なるグルカンを用い、小腸および大腸の L 細胞刺激による
GLP-2 分泌動態をラットモデルで検証し、消化管上皮構造への影響を解析
してきた。また併せて、腸内細菌が産生する水素分子の生理学的役割につい
ても紹介する。
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